




令和 6年度の図書館事業評価を終えて 

 

 

令和 6年度図書館事業評価の結果を報告する。評価の対象は、『長浜市図書館基本計画実

施プラン』で設定されている 20の指標項目である。評価にあたっては、図書館協議会のな

かに設置した小委員会が、図書館職員に対する詳細なヒアリングを行いながら、評価の原

案を作成した。その原案について、図書館協議会のメンバー全員が参加して検討を行い、若

干の修正を加えて成案としたのが本報告である。 

それぞれの指標項目は、Aから Dの 4段階で評価してある。結果の全体を概観すると、20

の指標項目に対してＡ評価（8）、Ｂ評価（7）、Ｃ評価（5）、Ｄ評価（0）という結果であっ

た。Ａ評価とＢ評価を合計すると、20 の指標項目のうちの 15 項目（75％）に達している。

また今回評価においては、Ｄ評価の項目が全くない。これらのことから、長浜市立図書館で

は、望ましい図書館サービスが提供されているものと判断できる。 

残念な点としては、指標項目「個人貸出冊数」の減少があげられる。目標値（年間 100万

冊）に対して、実績値が大きく下回る状態が長年にわたって続いている。令和 5 年度評価

でも指摘したように、長浜市立図書館ならではの解決策を考案していただきたい。 

令和 8年度は『長浜市図書館基本計画（第 2期）』の計画最終年度となる。本報告の内容

が今後、図書館をはじめとする市の関係部門職員によって共有され、また広く市民による

理解と支持を得て、本市図書館事業の一層の進展に寄与することを期待する。 

最後に、本評価のための「ヒアリングと原案作成」には 2日間を要したと伺った。これに

携わった小委員会のみなさまと図書館職員に感謝する。 

                                                        

長浜市図書館協議会      

会長 山本 昭和 



図書館基本計画実施プラン　評価シート

【目標1】市民の役に立つ図書館

指標項目 1 冊 冊

1

課題

個人貸出冊数の増加に向けて、市民ニーズへのより迅速かつ的確な対応と、図
書館利用の裾野を広げることに重点的に取り組む必要があります。
資料面ではタイトル数を重視し、複本購入を抑えめだったことから、利用者の読み
たい気持ちを支えるための複本購入を進め、利用機会の損失を最小限に抑える
必要があります。汚れや破れがあるなど状態は悪いが利用頻度の高い資料は常
に良好な状態で提供できるよう計画的に買い替えを検討する必要があります。ま
た、近年ニーズの高まっている大活字資料をさらに充実させ、重点的に広報する
必要があります。
図書館利用のきっかけとなるよう、他課や関係機関との連携事業や企画展示など
を積極的におこなっていますが、それらの周知が不十分でした。事業や展示内容
をより工夫することとあわせて、SNS等を活用し、関連機関と連携して広報活動に
力を入れることも必要です。
令和7年度は図書館コンピュータシステムの更新にあわせて、新たなサービスの
提供を開始する予定です。見やすいホームページ、アプリと連携した読書管理
サービス、オーディオブック、デジタルアーカイブなどより多くの市民の利便性を高
め、新たな利用の裾野を広げ貸出冊数増加につなげる必要があります。

令和6年度目標値 令和6年度実績

個人貸出冊数 1,000,000 819,381

成果

通常の新刊選書とは別に、テーマの本棚（働く・愉しむ）
用の資料を購入し、書架をより幅広いラインナップに拡充
しました。また、園向け団体貸出用の絵本、単元学習用資
料、学校向け団体貸出用資料も収集し、ニーズに応えまし
た。
経験年数2年以下の職員8人に選書研修を実施し、選書
スキルを向上させることができました。

B

R6重点的に取組む目標 暮らしに役立つ資料や関心の高い資料、児童向け資料を幅広く収集します。

重点的に取り組んだ項目
①長浜図書館では資料を幅広く収集し、蔵書を充実させ
ます。

令和6年度達成状況

委員意見

人口減、市民の利用の仕方の変化などがみてとれるなか
で、少しでも貸出冊数を増やす工夫や取組をしてほしい。
そのための議論を職員間で続け、改善の努力が必要であ
る。

外部評価
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